
大川竹あかり





震災後14年 今年で4回目（2022年～）

より様々な立場の人の参加

大川のことは気になるが、どう関わればいいか分からない
～竹あかりに参加し、新たなつながりが生まれている。

作品として鑑賞
～なかなか足を運べなかった人が「きれいだから見に来る」
～震災間もない頃はそれでも無理だった

2011年から育ってきたものがある

11年後から

始まったん
だよね。



伝承・復興はじっくり育てていくもの、時間も必要。

同時に、時間との闘いでもあります。
悠長なことを言ってる場合かと。

フェーズをふまえた環境づくりを



補助金の主な使途

・工具・材料・配線関係

・その他諸経費
（事務・通信・設備管理等）

SNS等でも報告
～多くの人の共通認識にしたい
・これぐらい経費が必要
・これぐらいでできる



4月から
中学校の美術
資料集に掲載




